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混合鰯採の、研究〈第1報〉

活'1をが特に大き主主もりの構造

莞原議期

" 

関謀は単一物質さと使う事も遣うるが混合特を使うが脊符で賞用鰯鉄の多くはこっ叉はそれ以上

の物慨をまぜ℃作られる.その作用段、農聞を痩く

下るさと紡く?とゅう単純な接合〈まぜたものが鎗設として

穣く〉もあるが，それだけ守は説明のつかぬ開港作用が

く知れてお11)五議論上も賞用上も大努である.ニ成分欝

践の組成と活性との閥係は物繋，京艇の積類，綾弥氏よ

D築工養護の知そ色んな場合がるD働く機作も告々だろう

が未だはっtまりしt:J.いので系統的に調ぺて行ぎたいと4患

う，まづ最も著しいく 1)邸ち特定の組成の物が芳三営に

活性な場合を取上げ， HZ，02分鮮の肉食ーケイゾウ

媒がZこのー鈴jである惑を見iちしたので之につい℃活性り

設現を試みた.

t.:大とし，熱による宇融のため法i性母

fきそ宝

費三 1 障費 総波と活性の関係

3霊験@、法

鰯織はケイソ n議運佑主義社最純に盤化白金階俊3としみと*:"It，なるべく均一花乾かし
500。で3時間やいたもの.0.100 g きと 7k~こ乳はちです芸部?の五点2 7kに入れる.H耳，02

局 0.222N3000セある.鰯媒の活性表離をと，02のあわがた Lうのを防ぐため，しめった空気きと

液中にふさをとみ，かきまわすと共料夜を，02については不飽和に挺つ分後日28，04 1ftに投 i

じEζ主主お，04で霊祭った Hz，Oz量役会めみも不均一鍛鵡による EむO輩の分解除 Eむ.02につき一次反

惑なる事が知れているから下式で kを計算した.

_d(lI迎!L=k!(Hzρρ J1 10g〈伐とめの鷺L==O.43認 k!鰐k.t .~O (残れる援を〉

結 果

ケイソウ土のみを悶じにあっかい是認争0=0.0078 喜とえたから砂ーん〉匂 C穫で活性役比べる.

ケイソウオエ 19あてのま干名護を Wgとずれば件ーん)/Wは王子も 19あ℃の活'r生である.

〈恭〉 繍諜紗干究所報告室長24毅
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混合鱗主主の j涛ザピ

3.64% の日の涜にごく鋭い話柱の謡大ぷ見られる

.(M鮪とす〉関組成に作った鵠設でも括性がことな t，

@部のは議めケイゾウ土をしぼら〈筑はちですった物で

表面がいく免震く箪位蕗織あてのれ量はや L少いか活

性は大いに必ちている事から見でも極大が説く，措性の

大lハ鱗媒は続攻のどくぜまい範鑓に誤られる事が分る.

設にまぜ方が不均一ならぽー部は極大の左一部は右の総

成となり後詰設となる恐れがある.との極大に椙蓄する

議議がëん2主構溢~\らちその左右のとどこがちがうかピ

問題のや，むである.山口博士の雲震予想折による;研究によ

ればどの試料もケイソウ土， 日粒は.10l!A前後の大さ

で外に話役の大差をと説明しうる謹の事は見つからない.

とれまでのいくつかの X 較的研究によつでも活性鰯採

は他と比べて殺現主主 P~挑むern を法ざす， との撞の方法で

検知される構法の護者3持たない事が知れている.

1ヲワCーケイゾウ土繍織による H，P2分解の理論

狂202の分解は伽h 反擦とし℃説明さ泣

OI王十万z02=HO器十HzO O2 十五2U2立。まま十OIま…十O2

たどし 02-十五十字夜。謹は常に千乙うにるつ℃ (Os-〉

(Iまつ/(HO心手10-6• 均一系でほめ品in .1ま長いが金墨縄

綾部では OHの数者が競いから反臨は表蕗 ch乱.inで進

み ぬ伽t乱山1
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f't/!l・ぁ?のj毒Jr迄

~M 

よ64匁Pt.

VfO-r; .10吋 !{i2: f 
惣タ.ケイソウ土、

務 2 懸

の段治寝竜2子 eが働き計五zOjl=OH-伸笈， (2s+H202=20豆一は理論上も萱ざいにも翻り難
い〉によ T01支を供給する.との饗必が起るには，ぷ広ネルギ目だけで考えると，

ーくままρz→20況にいる熱)-rJ)-ト(0ままの軍手親和力〉十 (Ao盟十AOlr-J主主主拘)>0 

るま主るをと弾ずる.ぐeは金星3からの電子の蒸殻勲， -Aは各分子の金麗上への吸着熱〉上にえた貰験右
結果はこれちの殺と戎の醸設によって説明できる.Pt，一般に金譲事とケイソゥニとえfラスなどの上

に化祭的11:又は謀議その他の法によ Bつげる時，第8認の壊に島欣につく惑はケンピ錦でも見え

るしガラス上の水銀の錦でも分る如く拝商エネルギ{喜と浮言えれば明かである.所で話径と割腹し

抗議の饗誌によ担鏡〈鍵る量ば島箆のず…ぎまくみぞ)OB緊さである.第3闘で 1→ゑ→3→4

と王子毛がます場合3の如くみぞがごく細ければ〈は Yをんとずる〉抗量をほんの少し減すとん

く1) 紅白ber，Wi1ls緩急iter:Ber.64 (1981) 2844 
(2) W車協;Tr船田.Fara占.Soc. 31 (1鴻5)1547 
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機 ま萎

も 4

2 3 4 Fμ 

活性摘は

$!!fJlO:物脇被dZ弘 d号弘特注 押協仇
ケイソウ:と

分予大(T)手きま

( t.t 1.1 lo ) 

策 3 間

は擦が9准に量がや L議ぎれば (4)の如くみぞはうづまる上式で是主藤jまの金犠上の吸藷熱は

上り，かなり大だから簡裁の物質が定れば，

10が分子大の時そとこでは AOHば下にのぺる如く

してん紛の犬小で、支配されるゆ

きくなるので式の左遣がま chain 

の本となる OHを生じ易〈まら九分解力が強くなる.従つl:Ptがケイゾウゴ二波郡安定金にお

主うよりも，や L少量でこんなみぞがー留にき造癒しているy状態の持に簡媒の活性が鋭い極大泳三六

ししかも X 線的には特JJUtJ:構造を表わさない事がかんたんに説明せられる.

・分子大のみぞ，子L.毛議管ゅに吸着され8持の没者熱 N はヱ子謂に故者される持の{註，

Aoに比し大いと考えられるのは議室の物質の野欝設}泌がわ叉はまわりから受けるためでるる.

Vitn d旧 ¥Val'I.hsカによるエネルギーのみを考えでも C第4簸〕みぞを二板の手打絞(きょlJ1) 

、としその鑓に'*径 pの分子がはさま さえり却し.

IIp 3.0 2‘。
A'Iん1.016 1.33 2.00 

括性化吸稜?は簡の左塁まと結合した〈会嬰〉 (基又は分
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子) と，右壁どを結令した(基叉は分子〉一(金属〉 ら=3.0 ら=2.()

の欣態の童子力拳的共鳴が考えられ IIρ=2.0部:ち分子大

のずきまでは共鳴か設も著し<A'が椴え佳をとる
量移 4 問

(3) 

う.子L，毛細管では1m麗からとこの作用が及びA'はさらに大くなる.dωBoerらは V川 der¥Van.ls 

吸着のエネルギ{は平首，学球放くぼみ，分子火の毛細管の践に殺いで， 1:4: 6の1:じになる事をと

し，苧麗上の吸肘，考えた理論品りはるかに大い淡溝上の汲者;識を説明し B呉川:}は

お毅上の不韻ガスの初期吸着熱が予衣類の三倍近くになる事買をせまいわれ主うゆの吸者に蹄し℃い
(6) 

，之5. そこで A'が大い程接鵠作用が扱い場合にはかような場訴が活性だが，之は O.Schmidもが

例えば湖;，合成簡族では譲れ O を除昧あとの原子大の孔カ総生黙とのぺ， hid)が結

(3) de Boer， Clu抗日r:Z. physik. (B) 25 (lF34) 225 

く4)Polanyi， London: NaturWI紙 18(1930) 316 
く5) Baπ日r:Proc. Roy. Soc. (A) 161 (1: 37) 476 

(6) O. Schmid七 Z.phy蕗ik.Chem. (A) 165 (l普33)133. Z. El汰trocJ:wm.39 (1933)884 

く7) Zwicky: Proc. Nat. 1主総d.15 (1929) 256 
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滋会鰯擦の孫ザピ

(8) 

品の必れ自が~くと設会， Ecbllが冷却ご仁三れによる水素化の結果よ D貯性を原子大のはどの

みぞに臨しているのさと一致する.たピ簡吋娘→貼となるにつれ繍践の容設がノi、さく t:r..る事をど

と許せ考えないと，どん念場所が主として徴くかはーがいたJ常えまし、 a 叉我々の場合日量を
ました時Jがeとも一様にやまくなるわけマはないから M 前後の組成でも分子大のみぞは存お

じ，いくらか能性がるみ之についτのぞデJl-的明党の結線は弐報にのぺるJ

防暑の j享さ

¥ 

M 賭より毛や L多くの Ptをふくむ麓識では誌が大癒すきまなしつまづている&考えて

謄C淳さを出で仁とりケイソウごと 19は/チVン湾を 200m吾数殺するホ波留震の計算.にはこ

れま勺はメチレン青分子主立方鰭と考え 1分子の占める蕗額を出し 1mgが 1m2

れるとしているが寅浅いは分子はzpたいので、その号デソレをとえがい℃計算の結果はこの分子の賀商

1mg につきま.9m2，分子関に ë うしても生やるすき翻~考えれば 3.0m2 となる.そこで
。

上記ケイソウニ七の表面積は 600m躍と主主D抗患の原さは 0.08Aと計算されるが之は鱗媒の思 1

1ρ事，常子廼併の結果から考えても嘆かに事責ではないドケイソウ土の電子ケンピ競馬.震による

と試科医もよるが舘 0.4μ位の孔が 2μ 必きにあD一粒設 10μ位とし℃表面積をと出すと 19
発 1

につき 5X103cm2で上記の町一一ーでるる.今考えたvクロの議商にれがつい℃いるととすれぽ
1000 

は約 100Aで常子瑠訴の結果と合う. ~!Jカグルの毛細管む太c;が 50 ~<i位であるがケイゾ
。

ゥ土も 100J弘前後の小結晶よ þ~主主内部表題が大いに童委主義し，メチ v，y青さと吸若ずるがれた

、どが結晶す之5時には界溜エネJ'Vif戸の闘部か内部農麗にはつかでや金として司会まい見かげの義時に

φみつくわけである.金島のや融の超長えない極度でも化合物の分解時には漂子はかfJ:D可動憧

があろうから最初にケイソウ土冨に生じたれカクをや心とし℃内部から抗原子が集るのか蕊

知れない.

他の事 議長

以上の誤殺をたし71>める研究を沼下進めてお担タtlえば下の加し 民税，棋を:iJIかいた多数湾

タ治げた D ずるとそこマは E畠~02 が分解し O2 がでるが之は治主主どの唐をのぞき，。草の吸替

の2互い新留をi廷すためでない事をとたしかめた.

くの活散:ガラス溜にPもがごく少し着いた賎 (+)だったがそれ以上は金<(一).

ミクロ天びんにもかムらぬ{立で，まくはごく薄い.Niまくは自に見えぬ位の熔さの時ぐや)，

強〈光って見える位に浮くつはると黒い訴はほとんど〈一〉だがそのまわ歩の NiO少い所が

活性が大，反躍ゃにはがれたまくの小Jtは会くく…).

〈患) EckaU: Z. Elektroche叫惣(1933)433 
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毒事

ケイゾウ土上に金属がす浅まなく着けば粉紙鰭鍍の電気1事導度が大いに上るはづでj去の撃の組目立

法双よDや L右と，患われるが，フワフワした粉てき俸導度がふすぎて未だ計れti¥九ー格Dにζφ

研究につき，ゐ完全わになった山口博士，山口秀夫熱議藤正昭君にゐ織をと卓上げる.

句、λF
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